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３． 研究開発の概要 

本研究課題では、インドネシアの多様な生物資源と日本の天然物由来新規薬剤創成技術を融合し、マ

ラリアと赤痢アメーバ症に対する治療薬の開発を目指した。研究開発期間中に、（ⅰ）インドネシアに

おいて微生物資源の採取・同定、ライブラリー化の基盤を確立し、（ⅱ）抗原虫活性を示す化合物の探

索、精製、構造決定を行うことで、それぞれの感染症に対して動物実験で著効を示す化合物を 2 つ以上

同定することに成功した。また、将来の創薬研究に不可欠な、スクリーニング評価技術や有効化合物の

同定・精製・構造解析技術を移転し、また創薬に必要な知的基盤の確立に貢献した。 

 

４． 追跡調査結果 

本研究開発の上位目標（研究開発期間終了後 5 年程度での実現を想定）は「インドネシアの科学技術

力の総合的向上と主要感染症薬の自国供給の確立、日本に対するバイオリソースの供給ルートの確保、

二国間協調による医薬品の創成システムの構築」であり、以下の項目について調査を行った。 

 

4-1. 研究開発終了後も上位目標に向けた活動（研究活動のみならず関連する取組みも含む）が継続・発 

展しているか。 

本研究開発の成果を受けて計画された新たなプロジェクトが SATREPS令和 2 年度公募（感染症領域）

に採択され（研究課題名「感染症創薬の実現に向けた薬剤の至適化と前臨床試験の確立」）、本研究開発で

得られた有効化合物の構造至適化と安全性試験を継続している。本研究課題では、（ⅰ）マラリアと赤痢

アメーバ症について、有効化合物の第 I 相臨床試験開始に必要な安全性試験を行い、（ⅱ）対象疾患とし

て結核、デング熱を追加し、化合物の探索、精製、構造決定を行っている。また、（ⅲ）共同研究相手国

としてマレーシアを追加し、日本・インドネシア・マレーシアの 3 カ国において天然資源から臨床試験

候補薬剤を創成できる国際連携を目指している。以上より、研究開発終了後も上位目標に向けた活動が

継続・発展している。 

 

4-2. 研究成果は地球規模課題の解決に向けた科学技術の発展にも波及・貢献しているか。また、研究成
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果はどのような形で相手国に普及されているか。 

本研究開発の終了から現在に至るまで、インドネシア側研究者を筆頭著者とする感染症創薬に関連す

る論文が 11 報１報告された。そのうち９報が化合物の探索、精製、構造決定プロセスに関連する成果の

報告である。本共同研究により、豊富な微生物資源を自ら探索し、精製、構造決定する技術と仕組みがイ

ンドネシアに定着し、同国の創薬技術の発展に貢献した。 

 

4-3. 日本への波及効果はあるか、または日本にとっての成果は何か。国際共同研究の実施による成果・

波及効果は何か（日本と相手国の人材育成、開発途上国の自立的 研究開発能力の向上、共同研究の増加、

相手国からの委託研究、など）。 

日本国内で創薬研究を協力して継続する創薬ネットワークを構築した。本ネットワークには、東京大

学、北里大学、長崎大学、名古屋工業大学、国立健康危機管理研究機構、帯広畜産大学、微生物化学研究

所、広島大学、九州大学、東海大学、東京農工大学、名古屋大学、静岡県立大学、実験動物中央研究所、

エーザイ株式会社、ボゾリサーチセンターが参加している。また、インドネシア研究者 6 名が日本の大

学で博士号を取得し、帰国後はインドネシア技術評価応用庁、アイルランガ大学等で活躍している。 

本共同研究によって多くの研究機関と創薬共同研究ネットワークが形成され、マラリアと赤痢アメー

バ症のみならず、他の疾患にも応用・拡大可能な創薬研究体制が構築された。 
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